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スポーツ障害の心理的研究への障害受容理論の適用

スポーツ傷害の心理学的研究への障害受容理論の適用

上 向 貫士*J[ニハ

Application of the Acceptance of Disability Theory for study on 

the psychological aspects of sports injury 

Kanshi U em ukai 1 

Abstract 

The purpose of this study was to invoke for “the Acceptance of Disability Theory" which it was key-

concept in medica1 rehabilitation fie1d for psych010gica1 approach of ath1etic lllJury. First， empirica1 and 

theoretica1 researches on the psych010gica1 aspects of sports lllJ ury， and “the Acceptance of Disability Theory" 

were reviewed. And， it was made clear that some problems were extracted from injury 1iteratures. Moreover， 

four va1ues transforming of “the Acceptance of Disability Theory" were reviewed and argued. They were 

l)enlarging the scope of va1ues， 2)subordinating physique， 3)transforming comparative va1ues into asset 

va1ues and 4)containing disabi1ity effects. As a resu1t of this review， it was suggested that “the Acceptance 

of Disability Theory" cou1d be adapted to psych010gica1 approach of athletic injury from the common point 

of view about the 10ss experience. For future research， it was indicated that deve10pment of the origina1 

sca1e， clarification of assessment standard and gathering information about injured ath1etes are needed to 

make clear factors related to acceptance of sports injury. 
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はじめに

近年，競技スポーツ，あるいはレジャースポーツ等の実施下のもとで，非常に多くの傷害の発生が報告されているO こ

のような現状に対して，怪我の予防や処置に関して，様々な領域から基礎的あるいは応用的研究・実践がなされてきてい

るO 特に，施設，用具等といった環境面における進歩はさることながら，整形外科学やスポーツ医学領域からの成果には

日を見張るものがある。

しかしながら，スポーツ状況における怪我に対して，心理面からの実践・研究的アプローチは，最近わずかながら注目

されるようになってきたのが現状であるO その 1つを見てみると，吉田ω は大学生を対象として，怪我の発生件数，状

況，その原因，さらには復帰後の怪我の影響，不安等についての調査報告を行っている。その中でも復帰後の怪我の影響

について， r復帰後，怪我をした部位に不安を感じることがある」と答えられた怪我は全体の82%に上っており，特に完
治していない怪我に絞った場合では93%もの高い割合で不安を感じていた， と報告されている。このように，競技スポー

ツにおける傷害にまつわる問題は多領域に重複しており，心理面からの研究，及び実践的サポートも必要不可欠であると

思われるO

著者はこれまでに，スポーツ状況における怪我にまつわる心理面から研究を行なってきた。 しかしながら， この怪我

*慶磨、義塾大学体育研究所助手 lAssistant of the Institute of Physical 
Education， Keio University. 



スポーツ障害の心理的研究への障害受容理論の適用

Cinjury)というトピックに関する研究では，様々な理論が入り乱れており，そういった多様な理論に基づいた実証的研

究においても，一貫した結果が得られていないのが現状である O さらに，今後この種の研究を展開していくという立場か

ら言及した場合， これまで用いられてきた理論ではどうしても理解，あるいは説明不能な状況が生じてしまう， といった

感が否めない。

そこで本研究では，医学領域の 1つであるリハビリテーション分野において，キー・コンセプトであると言われている

“障害の受容"の基礎にある障害受容理論を，スポーツ傷害の心理学的アプローチに理論的援用を試みるO そのために，

本研究では以下のような順序で考察を行なうこととするO

1. スポーツ状況の怪我に関する心理学的先行研究のレビュー，及び研究課題等の列挙

2. リハビリテーション分野における障害受容と，スポーツ傷害受容の共通点

3. 障害受容理論

4. スポーツ傷害への理論適用の可能性，及び今後の展望

スポーツ傷害に関する心理学的研究の概観

1. 怪我の心理的危険要因

怪我の発生には無数の要因が絡み合っていると思われるが，その多くは身体的，環境的(オーパートレーニング，施

設不備，グランド状態，気候，スポーツ特性など)なものである O また，野阪23) は人的要因(心理的要因，肉体的要

因，知的要因)と環境要因との2つにその原因を大別している。当然，身体，環境といった外的な要因の影響は考えら

れるが，心理的，社会的といった内的な要因の存在も見逃すことはできないであろう。怪我の心理的発生要因について

の当初の研究は，医学的な視点からのアプローチ，あるいは現場での経験にもとづいたものから考察されてきた。その

後， 1970年代からパーソナリティ，ストレスといったようにある程度変数の統制を行なって研究が行なわれている。

(1 ) パーソナリティ

Jacksonω は16PFを用いて， フットボール選手を対象に調査を行ない， tender-minded傾向の選手は， tough-

minded傾向の選手よりも怪我をしやすい傾向にあると報告している O また， Valiant33) は陸上選手を対象に同様

の結果を得ている O しかしながら， Irviげのはフットボール選手を対象に，同様の調査を行なっているが，因子I

(精神的強-弱)ではなく因子A (打ち解けない一打ち解ける)において有意差を見い出している。一方， Brown4) 

はCaliforniaPsychological Inventoryを用いて，フットボール選手を対象に調査を行ない有意な結果は得られ

てはいないが， Dahlhouser and Thomas7) は高校生フットボール選手を対象に調査を行ない，健全な選手の方が

負傷中の選手よりも，統制の位置において内的であったと報告している O さらに， Y oung and Cohen40) はTSCS

(Tennessee Self -Concept Scale)を用いて，女子大学生バスケットボール選手を対象に負傷している選手と健全

な選手との間で，自己概念の検討を行なっているが，その両群に怪我の影響が考えられる結果を得てはいない。怪

我をしやすい選手の中には，普段勇敢な選手であると評価されているものが多く，彼らは危険を犯すことに跨賭し

ないのである。このように勇敢な性格が，他者指向の動機づけと融合したときに，怪我の発生の危険が増大すると

Rotella and Heyman27) は理論的に示唆している O また，野阪お)は怪我と性格特徴について，内田クレペリンを

用いて調査を行なっており，怪我頻発群の生徒は粘着型の出現が多いと報告しているO

上述のように，怪我とパーソナリティとの関係を調査している研究は数多く存在しているが，一貫した結果は得

られていない。これらの原因として考えられることは，何をもって怪我とするのか，というスポーツによる怪我の

定義の暖昧さと，サンフ。ル数確保のための回顧的データ収集などが主に考えられる。 Feltz8) は， このような状況
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で行なわれてきた研究の多くは，パーソナリティ特性が，スポーツ傷害の発生に干渉しているかを言及できないで

あろう，と述べている。

(2) ストレス

山本お〉によると， Lazarus and Folkmanは，心理的ストレスを個人と環境のある特定の関係として捉え，その

関係からくる要請が個人の資源より過重である場合， ストレス関係となるという，認知一関係理論 (cognitive-

rela tional theory)を唱えている O 認知一関係理論は，すでにシステム論的発想のなかで考えられている。それに

対し，従来の考え方は機械論的である。つまり， ここ20年よく用いられている Homesand Rahe12l の生活事件

(life event)をストレッサーとして捉える研究の視点のなかには，環境側からの突発的な衝撃によってそれを受け

とめる個人側のバランスのくずれを想定しているO 生活上のストレスは，個人が恐れて，満足できない，葛藤する

ものである O これらの出来事は転職，転勤，両親や配偶者の死，失職，学業や競技パフォーマンスなどである O 過

去において，認知されるストレッサーと心理，身体的な疾病， トラウマとの関連が示唆されてきた。 Holmesand 

Rahe12)はストレス事象を測定する SocialReadjustment Rating Scale (SRRS)を作成し，ストレス得点の高い

個人は，疾病の可能性が高いことを示した。スポーツの領域において，個人が経験する生活の変化がスポーツ傷害

を予期しうるものであると報告しているものがあるo Bramwellらのは Holmesらの SRRSを競技スポーツ用に修

正し， Social and Athletic Readjustment Rating Scale (SARRS)を作成し，ストレス過剰な日常生活と，競

技傷害の危険性との有意な結果を示している。また， Passer and Seese26) はLifeExperiences Survey (LES) を

スポーツ場面に置き換えて， Athletic Life Experiences Survey (ALES)を作成し，生活事象が負傷，疾病に影

響を与えるという結果を導いている O

2. 怪我に対する心理的反応パターン

怪我は，スポーツ参加に対していくつかの心理的な影響を与えている。これらには怪我の経験による情緒的な外傷，

回復過程に及ぼす消極的姿勢，将来のパフォーマンスへの不安，焦りなどが含まれる。スポーツ選手が経験する心理的

な外傷の程度は，選手自身の個人的属性と身体的な怪我が発生した文脈によって大きく変化するはずである。したがっ

て，現場のコーチやトレーナーなどは，スポーツ選手の怪我に対する心理的な反応、を理解するために，個人の属性や怪

我の発生状況の知識を備えておかなければならない。さらに， これらの知識を備えたうえで，怪我からの回復過程にお

いて，スポーツ選手は一般的にどういった心理的な反応を示すのかを知っておく必要性もあろう。

スポーツ以外の領域において，末期患者の情緒反応を理解し，最適なマネージメントを行なうために一般的なモデル

が示されている。 Kubler-Ross19) は，死に直面した人が経験する情緒反応の 5段階モデルを示している。また，

Cassem and Hackete)は，心臓発作のため， CCU (coronary-care unit)への入室を余儀なくされた149名の患者の

情緒反応を，精神科医から提供されたデータの収集により，理論化し，そのモデ、ルを提示しているO

Rotella and Heyman27)やGordonlO)は，これらの「健康喪失モデル」を用いることによって，スポーツ選手の怪我

に対する心理的反応を理解しようとしているO しかし，それが応用されている範囲は，理論的に示唆されるに過ぎず，

実証的な調査を行なっているのはごく僅かであるO

Smithらお) は， Emotional Responses of Athletes to Injury Questionnaire (ERAIQ) とProfileof Mood 

States (POMS)を用いて，怪我の後に欲求不満，抑うつ，怒りの上昇があったことを報告している。また， Weiss 

らお)は，怪我をしたバスケットボールやレスリングのエリート選手10人にインタビューを行ない，情緒的反応として

不信，恐れ，激怒，抑うつ，緊張，疲労を，身体的反応として筋疲労，不眠，食欲喪失などを報告している。 Chan

and Grossman5) は， POMSとRosenbergSelf-Esteem Inventoryを用いて，日頃ランニングを行なっているグルー

プと，怪我のために2週間以上のランニング停止を余儀なくされたグループとを比較し，統計的有意差は得られていな
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いが， ランニンク、、停止グループにおいて抑うつ，不安，混乱が高く，自尊心の低下の傾向があったと報告している。ま

た， Uemukai30l はKubler-Rossの臨死5段階モデルをスポーツ選手の負傷後の情緒回復過程期に応用を試み，負傷し

たスポーツ選手に対する「情緒回復過程尺度」を作成し，横断的調査を行なっている。その結果として，怪我の程度，

怪我からの経過日数，認知する回復の程度の違いによる，各情緒の表出と変容を示しているが，細かな想定した段階を

同定するには至っていない。

このように，負傷したスポーツ選手の情緒的反応についての研究は，横断的な研究が主であり，情緒を捉える質問紙

としてもほとんどの調査において POMSが用いられている O これらのことから，一貫した結果は当然のことながら，

その考察においても統一的な見解は示されていないのが現状である O

障害受容とスポーツ傷害受容との共通点

人間は一生の間に何の予告もなく，肉親や友人と死別したり，財産・職業・地位を失うなど，今まで生きる支えとして

いたものや生活の源泉となっていたものを突然、失うという事態に何度か直面する。突然の事故や疾病によって身体に修復

不能の障害を受けるという体験は，多くの喪失体験の中で最も深刻なもののーっと考えられるO

古牧lめによると，これらの喪失体験は喪失から回復まで長い苦悩の過程があり，期待・絶望・あきらめ・希望など，

さまざまな強い情緒的経験を経て回復する，回復した時点では新しい人間に生まれ変わったという自覚をもっ，客観的に

みた事件の重大さと喪失体験の深刻さとはかならずしも一致しない，等の共通点もっているとされているO

スポーツ選手にとっての怪我は，その怪我の程度に依存するところは大きいとは思われるが，最も重要なアイデンティ

ティーの危機のとして捉えた場合，喪失体験の一部として位置づけられることが可能であろう。このように，“喪失体験"

という共通の観点で双方をみたならば，その背後に潜むものを理解するための情報として互いに援用できると思われる。

障害受容理論について

1 . 障害受容理論の提唱

まず，本田らωが行なっている障害受容の概念の整理を参考にしながら，障害受容とその多くを占める段階理論を

中心に，欧米と我が国での研究史をレビューするO

障害の受容 (acceptanceof disability) に関する理論は，その代表的なものを表 1に示したように， Grayson， 

Dembo、Wrightらのものが主だったものである。最初に主張したと思われるのは Graysonであり，彼はそれまでに

障害受容が単に一つの症状とみなされてきたきたことを批判し，身体，心理，社会の3つの側面から複合的に捉えるべ

きであると述べている。彼は表1に示したように，特に2つの過程を強調しており，障害から立ち直る為にはそれら 2

つの圧力に打ち克たなければならないとしている。

Demboの立場は，障害の主観的な意味を強調する点に特徴があるO 彼女らは身体障害による心理・社会的問題を調

査するために177名の障害者に面接を行ない，身体的障害は「不幸」であり，不幸とは「価値あるもの」の喪失または

欠損であるとしているO その上で，表1に示したような喪失の受容には3つの価値体系の変化過程であると述べている。

Wrighe7lの理論は Demboの考えを拡張し，さらに他の価値変換を加えたものである。彼女は表 1に示したように，

受容に至るためには4つの価値変換が意義あることと考えており，それらを以下に示す。
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(1 ) 価値の範囲の拡大

自分が失ったと思っている価値の他に異なったいくつもの価値が存在しており，それらを自分は依然としてもっ

ているということの情動的な認識であるO 特に初期の「悲嘆」の時期において重要であるとしているO

(2) 障害の与える影響の制限

障害が障害者本人の心理に与える影響はその本来の範囲を越えて拡大しやすい。一般の人であれば，何らかの能

力の制限や不得意な面があったとしても，それがその範囲を越えて自己の能力全体価値全体の低さという意識(劣

等感)を引き起こすところまで拡大はしなし1。障害者においてもそれが可能になること，自己の存在全体の劣等性

というところまで拡大しないように「封じ込める」ことが重要であるO

(3) 身体の外観を従属的なものとすること

身体障害の場合，一目でわかるような身体の形状または姿勢，運動が異常となることが多く， I外見を気にする」

という形で、の劣等J性の意識につらなりやすい。これに対し，外見よりも人格的な価値(親切さ，知恵，努力等)の

方が人間としてより重要なのだという認識に達する価値体系の変化が重要となる。

(4) 比較価値から資産価値への転換

常に他人と比較して，あるいは一般的な標準に比較して自分の価値を評価しているとすれば，それは比較価値に

とらわれているO それに対し，自己の性質，能力， 自体に内在する価値に日をむけるのは実質価値，あるいは資産

価値に立つ見方である。自己のもつユニークな価値の再発見が障害の受容における価値の転換の重要な内容であるO

さらに，受容 (self-acceptance) と適応 (adjustment)の状態は一致する可能性はあるものの断言するために

はデータの集積が必要であることを強調している。

Grayson 

(1946) 

Oembo 

(1956) 

Wright 

(1960) 

表 1 障害の受容に関する代表的理論

外からの現実の圧力(障害者に対する社会の否定的態度)に打ちかっ

内からの圧力(自我が障害された身体像を再構成しようとする苦痛にみちた無意味の欲求)に打ちかっ

価値範囲を拡張して失った価値を本質的でないと感じる

他人との比較ではなく自分の資産価値重視する

喪失した価値を所有価値とみなす

価値の範囲を拡張すること

身体的外見を従属させること

相対的価値を資産価値にかえること

障害に起因するさまざまな波及効果を抑制すること

2. 段階理論の導入

1961年， Cohn6) により初めて導入されて以来，身体障害後の心理的変化過程を仮定する段階理論が諸家により提唱

されてきた。本田らωによると，この段階理論は背景とする理論の違し、から 2つに大別されるようである。第 1は，

障害を喪失と捉え，その後の反応を心理的な回復過程とするものであるO 他方は障害を一つの危機として捉え，それに

対処する過程に力点をおくものである。

Cohnの段階理論は前者の喪失後の悲嘆に類似の回復過程であり，彼女によれば，障害後， ショック，回復への期待，

悲嘆，防衛(健康的) ・防衛(神経症的)，適応といった一種の段階を経るとされている。一方， Fink9) によって定式

化された段階理論は，ストレス学説の影響を受け対処に重きをおくものであり，彼は受傷後の反応をショック，防衛的

退行，自認，適応と変容，に分けている。
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このように，それぞれの立場から様々な段階理論が提唱されてきたが， 1980年以降になると，段階理論に対して批判

される部分もでてくるようになってきた。例えば， Trieschmann29) は段階理論は単なる臨床的印象や逸話に基づいた

仮説であると主張している O

3. 我が国における障害受容に関する研究

我が国における障害者心理の実践，及び研究は，障害受容(過程)を中心に展開されてきた。本田らは， これら受

容に関する研究の流れを概観しており，それをまとめたものを表2に示した。このように，我が国においては早くから

受容過程理論を肯定的に捉え，実践・研究が行なわれてきたようである。このような状況を踏まえ，本田らω は従来

の受容過程理論にとって代わりうる立場が確立されていないと述べ，今後は身体像の再構成から社会への統合を旨とす

るGraysonll) の受容概念を再検討すべきであると結んでいる。

表2 我が国における主な障害受容に関連する研究・実践

高瀬(1956) Graysonの受容理論を紹介， Demboの価値変換理論にも言及

岩坪(1970) Cohnの段階理論を紹介

岩坪(1972) 上記の過程を切断後の患者J心理理解に適応

三沢 (1964) Wrightの“Physicaldisability-a physical approach"を翻訳，紹介

二沢(1967) 脊髄損傷患者10名に段階理論があてはまると報告

寺山(1977) Kubler-Rossを紹介し，死の受容と身体障害後の受容課程との類似点について報告

上回(1980) Wrightの価値交換理論を受容の本質とし，受容過程の最終段階として受容期を位置づけ

博田(1973) 脊髄損傷患者に対して障害の認知(不治)がリハビリ遂行上重要であると強調

I司仁ゴ 口(1977) 脊髄損傷患者の癖痛の心身医学的考察

本田(1988) 外傷性脊髄損傷患者43名における障害後の心理を検討

南雲(1991) 32例の精髄損傷受傷後の抑うつ状態を調査

スポーツ傷害への障害受容理論適用の可能性，及び今後の展望

リハビリテーション医療において，障害受容に対するアプローチは機能障害，能力障害，社会的不利に対するアプロー

チとともに非常に重要であると言われて久しい。これまで述べてきたように， リハビリテーションにおける問題解決の鍵

となる概念の 1つである障害の受容の本質について，先述したように Wright37)が価値の転換であるとまとめている。最

近では， i障害」を大きく捉えるのではなく， このような理論的背景を踏まえた上で，個別の障害に関して受容とその価

値転換について考察が行なわれている O 例えば，梶原ら 16) は脳卒中患者の障害受容について，南雲22) は脊髄損傷患者に

ついて，渡辺34) は切断患者について，小野ら 25) は血友病患者と血友病問V感染者の障害受容について，それぞれ障害の

理解度，受容段階，障害受容への促進・阻害要因等を検討し，それぞれの見解を導いているO

身体障害とスポーツ傷害について，その本質の違いはあるにしても，先に述べた喪失体験といった観点から捉え， リハ

ビリテーション過程において受容を促進するという立場から考えると，スポーツ状況の怪我に関する独自の受容理論，さ

らには独自の価値転換を構築する意義は大きいと考えられる。

今後の展開としては，スポーツ傷害を受容するにはどのような要因が関与し，選手自身の心中でどのような価値転換が

なされているのかといったことを明らかにする必要がある。このような課題遂行のために，診断可能な独自の尺度作成と
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評価基準の明確化，また様々な怪我をしたスポーツ選手のケースの集積が必要不可欠であろう。

まとめ

本研究では，医学のー領域であるリハビリテーション分野において，キー・コンセプトであると言われている障害受容

理論を，競技スポーツにおける怪我の心理的アプローチに理論的援用を試みた。その結果，障害受容とスポーツ傷害の受

容を喪失体験という共通観点から捉え，援用可能であることを示唆した。今後の課題として，スポーツ傷害の受容に関与

する要因を明らかにするために，独自の尺度作成と評価基準の明確化，及び負傷選手の情報集積が急務であると考えられ

るO
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